
Ⅱ
’

１
Ⅲ

ｌ
Ⅱ

Ⅱ
仰

野
川

Ⅲ
Ⅲ

川
肌

肌
Ⅷ

川
１

，
Ｗ

Ⅱ
皿

則
Ⅱ

⑰
洲

引
叱

脚
川

齢
Ｍ

蛆
加

川
脾

Ⅱ
Ⅲ

Ⅱ
１

－
猿

Ⅱ
Ⅲ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅲ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

比
Ⅱ

Ⅲ

菊
池
文
部

大
臣

の
改

氷
案

小
松
原
文

部
大
臣
の

高
等
中
學

校
案

本
校

工
學

部
の

分
立

を
以

て
、

高
等

學
校

に
於

け
る

専
門

部
な

る
も

の
は

、
全

く
そ

の
姿

を
消

し
、

至
國

の
高

等
中

學
校

は
、

純

然
た
る
大
學
豫
科
と
な
っ
て
了
っ
た
が
、
菊
池
文
部
大
臣
は
、
學
制
改
革
の
一
端
と
し
て
再
び
専
門
部
を
興
し
て
、
程
度
の
低
い

多
く

の
大

學
を

建
て

よ
う

と
し

た
。

そ
の

草
案

を
墨

ぐ
れ

ば
、

『
中
學
校
（
五
年
）
に
修
業
年
限
一
年
の
補
習
科
を
設
く
る
こ
と

－
、

新
に

修
業

年
限

一
一

年
の

大
學

豫
備

門
を

設
置

し
、

中
學

卒
業

以
上

の
者

を
入

學
せ

し
汀

る
こ

と

一
、
新
に
修
業
年
限
三
年
の
法
・
理
。
文
・
醤
學
等
の
學
校
、
工
・
商
・
農
業
、
商
船
等
の
學
校
を
設
け
、
中
學
卒
業
苦
く
は
中

等
程

度
の

學
校

の
卒

業
者

を
入

學
せ

し
む

る
こ

と

等
で

あ
っ

た
が

、
第

二
次

桂
内

閣
の

小
松

原
文

部
大

臣
の

高
等

中
學

校
案

な
る

も
の

は
、

『
中
等
學
校
は
そ
の
ま
シ
と
し
、
高
等
學
校
を
魔
し
て
、
新
に
高
等
中
學
校
を
設
く
る
こ
と

「
高
等
中
學
校
は
高
等
普
通
教
育
を
授
く
る
虚
と
し
、
そ
の
修
業
年

限
は
、
高

等
科
三
年

と
中
學
科

四
年
と
の

七
年
と
な
し

、

中
學
科
に
は
小
學
校
卒
業
者
を
、
高
等
科
は
文
科
理
科
に
分
ち
て
、
中
學
科
卒
業
者
若
く
は
中
學
校
四
年
修
了
者
を
入
學
せ
し

む
る
こ
と

●

第
一

一
章

第
吐

高
等

學
校

後
期

第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期

第
一

節
現

行
制

度
施

行
の

事
情

と
改

正
の

内
容

（
自

大
正

七
年

至
昭

和
十

二
年

）

二
八

五



椣即倣鯏
期
延
期
運

動臨
時
教
育

》鞠概縞

高
等
學
校

令
發
布

高
等
學
校

令 砧肺剛拙

．
第
一
一
章
第
五
高
等
學
校
後
期

一
一
八
六

●

」
、
高
等
中
學
校
は
官
公
立
の
み
に
限
り
、
官
立
は
高
等
科
の
み
と
な
し
、
七
年
制
は
公
立
を
本
篭
と
爲
す
｝
」
と

「
公
立
の
高
等
中
學
校
の
設
置
道
府
縣
は
文
部
大
臣
の
指
定
に
よ
る
こ
と

右
の
案
に
依
れ
ば
、
前
案
に
比
し
て
、
四
年
修
了
者
を
認
め
て
ゐ
る
鮎
に
於
て
、
一
年
の
短
縮
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
古
市
公
威
博

士
の
修
正
案
は
、
官
公
立
の
外
に
私
立
を
も
認
め
の
七
年
を
中
學
科
五
年
・
高
等
科
一
一
年
半
の
七
年
半
と
爲
し
、
高
等
科
の
學
年
開

始
期
を
四
月
に
改
め
て
從
來
よ
り
一
年
を
短
縮
す
る
こ
と
等
で
あ
る
。
然
る
に
種
々
の
経
緯
が
あ
っ
て
、
五
年
の
中
學
科
を
切
離

し
て
、
一
一
年
半
の
高
等
科
の
み
の
高
等
中
學
と
爲
し
、
官
立
の
み
に
限
り
、
二
十
校
を
限
っ
て
増
設
し
、
一
校
四
百
八
十
人
以
下
と

爲
し
、
明
治
四
十
六
年
四
月
一
日
よ
り
、
之
を
實
施
す
る
こ
と
に
定
め
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
奥
田
文
部
大
臣
の
橿
密
院
に
對
す
る
運

動
に
よ
っ
て
、
無
期
延
期
と
な
っ
て
了
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
一
木
・
高
田
雨
文
相
を
経
て
岡
田
文
部
大
臣
に
至
っ
て
、
従
来

の
教
育
調
査
會
を
慶
し
、
大
正
六
年
九
月
、
新
に
内
閣
直
属
の
、
よ
り
犬
に
し
て
力
あ
る
諮
問
調
査
機
關
臨
時
教
育
會
議
な
る
も
の

が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
當
時
の
高
等
學
校
令
案
を
見
る
に
、

「
高
等
學
校
ハ
高
等
普
通
教
育
ヲ
授
ク
ル
所
ト
ス

一
一
、
高
等
學
校
ノ
修
業
年
限
ハ
三
年
ト
ス

三
、
高
等
學
校
第
一
學
年
一
一
ハ
中
學
校
第
四
學
年
修
了
者
ヲ
入
學
セ
シ
ム

四
、
高
等
學
校
ハ
官
立
、
公
立
、
私
立
（
財
團
法
人
ノ
設
立
）
ト
ス

五
．
高
等
學
校
ハ
軍
凋
一
一
之
ヲ
設
置
シ
又
ハ
尋
常
科
四
年
高
等
科
一
一
一
年
合
計
修
業
年
限
七
年
制
一
一
依
リ
テ
之
ヲ
設
置
ス
ル
コ
ト
ヲ

六
、
高
等
學
校
及
七
年
制
高
等
學
校
高
等
科
ノ
學
科
ヲ
分
チ
テ
文
科
及
理
科
ト
ス

七
・
高
等
學
校
及
七
年
制
高
等
畢
校
高
等
科
一
一
於
テ
ハ
第
一
一
外
國
語
ハ
之
ヲ
随
意
科
目
ト
ス

八
、
高
等
學
校
及
七
年
制
高
等
學
校
高
等
科
第
三
學
年
ヲ
卒
リ
ク
ル
者
ハ
帝
國
大
學
一
一
入
學
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
シ
ム

九
、
高
等
學
校
及
七
年
制
高
等
畢
校
高
等
科
一
一
ハ
其
ノ
第
三
學
年
ノ
上
一
一
更
二
修
業
年
限
一
年
ノ
課
程
ヲ
置
ク
コ
ト
ヲ
得
シ
メ
此

ノ
課
程
ヲ
卒
リ
グ
ル
者
一
一
ハ
相
當
ノ
穂
號
ヲ
附
與
ス

一
○
、
七
年
制
高
等
學
校
尋
常
科
竝
中
學
校
一
云
豫
科
ヲ
置
ク
コ
ト
ヲ
得
シ
ム

ニ
、
現
在
ノ
高
等
學
校
令
及
高
等
中
學
校
令
ハ
之
ヲ
麿
止
ス

ニ
ー
、
中
學
校
ノ
修
業
年
限
ハ
現
制
ノ
通
ト
ス

之
に
依
っ
て
考
へ
て
見
て
も
、
年
限
の
短
縮
と
、
高
等
學
校
を
軍
に
大
學
豫
科
と
せ
ず
し
て
、
燭
自
的
の
教
育
機
關
と
す
る
こ
と
に

於
て
は
、
一
一
十
七
年
に
於
け
る
井
上
文
相
の
意
圏
が
繼
承
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
な
し
て
も
、
差
支
な
い
と
恩
ふ
の
で
あ
る
。
而
し
て
右

の
案
は
、
多
少
の
修
正
を
俟
っ
て
、
大
正
七
年
十
一
一
月
五
日
、
勅
令
第
三
百
八
十
九
號
を
以
て
、
高
等
學
校
令
と
し
て
發
布
さ
れ

た
。
此
に
關
し
て
一
言
し
て
置
き
た
い
の
は
、
大
正
五
年
、
高
等
學
校
側
で
は
、
「
畢
制
改
革
二
關
ス
ル
具
申
書
附
學
士
年
齢
調
査

表
」
な
る
も
の
を
書
い
て
、
高
等
學
校
慶
止
と
修
業
年
限
短
縮
と
に
つ
い
て
、
詳
細
な
る
意
見
と
調
査
と
を
具
し
て
、
反
對
意
見
を

上
申
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。

今
そ
の
高
條
學
校
令
に
就
い
て
、
主
な
る
も
の
を
學
ぐ
れ
ば
、

第
一
條
高
等
學
校
ハ
男
子
ノ
高
等
普
通
教
育
ヲ
完
成
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
シ
特
一
一
國
民
道
徳
ノ
充
實
一
一
力
ム
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期

一
一
八
七

得
シ
ム
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教
授
は
生

徒
の
教
育

を
裳
ろ

高
等
學
校

規
程

有
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

授
時
数
に
は
、

第
一
條
一

と
定
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

日
、
省
令
四
號
を
以
て
改
正
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
第
一
章
學
科
課
程
及
教
科
書
中
の
第
二
節
高
等
科
の
條
に
は
、

第
四
像
高
等
科
文
科
ノ
學
科
目
ハ
修
身
．
園
語
及
漢
文
、
第
一
外
國
語
、
第
二
外
國
語
、
歴
史
、
地
理
、
哲
學
概
説
、
心
理
及

論
理
、
法
制
及
經
濟
、
數
學
、
自
然
科
學
、
艦
操
ト
ス
、
高
等
科
理
科
ノ
學
科
目
ハ
修
身
、
國
語
及
漢
文
、
第
一
外
國
語
、
第

一
一
外
國
語
、
數
學
、
物
理
、
化
學
、
植
物
及
動
物
、
鑛
物
及
地
質
、
心
理
、
法
制
及
経
濟
、
圖
誓
、
腱
操
ト
ス

外
國
語
ハ
英
語
、
潤
語
又
ハ
佛
語
ト
ス

第
二
外
國
語
ハ
随
意
科
目
ト
ス

と
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
そ
の
第
六
章
入
學
、
在
學
、
休
學
、
過
學
及
懲
戒
の
條
に
は

第
四
十
八
條
高
等
學
校
生
徒
一
一
シ
テ
他
ノ
高
等
學
校
二
韓
學
ヲ
志
望
ス
ル
者
ア
ル
ト
キ
ハ
關
係
墨
校
長
ノ
協
議
一
一
依
り
之
ヲ
許

可
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

然
る
に
勅
令
第
八
十
六
號
（
糊
舶
距
洲
綿
緋
訊
岫
に
紺
泗
率
似
離
郷
卿
剛
）
の
文
部
省
直
轄
諸
學
校
官
制
第
八
條
に
は
、
「
教
授
ハ
勅
任
又

ハ
奏
任
ト
シ
助
教
授
ハ
判
任
ト
ス
生
徒
ノ
教
育
ヲ
掌
ル
」
と
あ
る
が
、
生
徒
の
教
育
を
掌
る
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
に
、
關
心
を

高
熱
學
校
大
學
豫
科
ハ
大
正
十
年
八
月
三
十
一
日
マ
テ
之
ヲ
存
置
ス

か
く
て
大
正
八
年
一
一
一
月
一
一
十
九
日
、
文
部
省
令
第
八
號
を
以
て
、
高
等
學
校
規
程
な
る
も
の
が
公
布
せ
ら
れ
、
九
年
一
月
一
一
十
四

か
く
て
本
校
に
於
て
も
、
大
正
八
年
六
月
一
一
十
一
一
一
日
、
學
則
が
改
め
ら
れ
た
の
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
即
ち
、
そ
の
學
科
課
程
教

第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期

二
八
八

第
七
催
高
等
學
校
ノ
修
業
年
限
ハ
七
年
ト
シ
高
等
科
三
年
、
尋
常
科
四
年
ト
ス
高
等
學
校
ハ
高
等
科
ノ
ミ
ヲ
置
ク
コ
ト
ヲ
得

第
八
條
高
等
學
校
高
等
科
ヲ
分
チ
テ
文
科
及
理
科
ト
ス

第
九
條
高
等
學
校
一
一
ハ
高
等
科
ヲ
卒
リ
ク
ル
者
ノ
爲
一
一
専
攻
科
ヲ
置
ク
コ
ト
ヲ
得
其
ノ
修
業
年
限
ハ
一
年
ト
ス

専
攻
科
ヲ
卒
へ
ク
ル
者
ハ
得
業
士
卜
稀
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

専
攻
科
一
一
關
ス
ル
規
定
ハ
文
部
大
臣
之
ヲ
定
ム

第
十
條
高
等
學
校
一
一
ハ
特
別
ノ
必
要
ア
ル
場
合
一
一
於
テ
豫
科
ヲ
置
ク
コ
ト
ヲ
得

但
シ
第
七
條
第
一
一
項
ノ
高
等
學
校
一
一
付
テ
ハ
此
ノ
限
一
一
ア
ラ
ス

高
等
學
校
一
一
關
ス
ル
規
程
ハ
文
部
大
臣
之
ヲ
定
ム

第
十
一
一
催
高
等
學
校
高
等
科
一
一
入
墨
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
者
ハ
當
該
畢
校
尋
常
科
ヲ
修
了
シ
タ
ル
者
、
中
學
校
第
四
學
年
ヲ
修
了

シ
リ
ル
券
ス
ハ
文
部
大
臣
ノ
定
ム
ル
所
一
一
依
り
之
ト
同
等
以
上
ノ
學
カ
ア
リ
ト
認
メ
ラ
レ
ク
ル
者
ト
ス

第
十
一
一
一
催
高
等
學
校
ノ
生
徒
定
数
ハ
高
等
科
四
百
八
十
人
以
内
尋
常
科
一
一
一
百
一
一
十
人
以
内
ト
シ
第
七
條
第
一
一
項
ノ
高
等
學
校
ニ

ァ
リ
テ
ハ
専
攻
科
ヲ
除
キ
六
百
人
以
内
ト
ス

（
前
略
）

味
本
校
一
一
高
等
科
ヲ
置
ク

第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期

附
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囲
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纒辮錘學

文
科
の
學

科
課
程

＄

第
一
一
外
國
語
ヲ
修
〆
サ
ル
者
二
對
シ
テ
ハ
共
ノ
教
授
時
數
ヲ
便
宜
他
ノ
學
科
目
一
一
配
當
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
五
條
理
科
ノ
各
學
年
一
一
於
ケ
ル
各
學
科
目
ノ
毎
週
時
數
ハ
左
表
一
一
依
ル

第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期

・
二
九
一

第
一
外
国
語
ヲ
掴
語
ト
シ
グ
ル
場
合
一
一
於
テ
ハ
各
學
年
一
一
於
ケ
ル
第
一
外
國
語
ノ
毎
週
教
授
時
數
ハ
左
表
一
一
依
ル

第
二
外
國
語
（
英
語
）

第
一
外
国
語
（
濁
語
）

哲
學
概
髄

地 歴

第
二
外
国
語
（
濁
語
）

第
一
外
国
語
（
英
語
）

国
語
及
漢
文

催 第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期

計

１

ﾖ里 史 身

第
一
學
年
一
一
第
一
一
塁
年
一
第
三
學
年

第
一
學
年
一
第
二
學
年
一
一
第
三
學
年

一一一一
一一一一

三
○

（
三
四
）

（
三
四
）

（一一一一一一）

（’’一）

（
四
）
｜

（四）｜｜
（
四
二
自
然
科
學

＝ 九 六

（一一｜）

￣

○ 五 八 五

蹟筆長校岡吉(処一枝學等高五第）

（｜｜｜〕

○ 三

四
一
一
題

五
一
一
法
制
及
經
済

八
一
一
数

第
一
一
條
高
等
科
ヲ
分
チ
テ
文
科
及
理
科
ト
シ
各
修
業
年
限
ヲ
三

箇
年
ト
ス

第
三
篠
高
等
科
文
科
ノ
學
科
目
〈
修
身
、
國
語
及
漢
文
，
第
一

外
國
語
、
第
二
外
國
語
、
歴
史
、
地
理
、
哲
學
概
説
、
心
理
及

論
型
、
法
制
及
經
濟
、
數
學
、
自
然
科
畢
や
艦
操
ト
ス
、
高
等
科

理
科
ノ
學
科
目
ハ
修
身
、
國
語
及
漢
文
、
第
一
外
国
語
。
第
二

外
国
語
、
数
學
、
地
理
、
化
學
、
植
物
及
動
物
、
鑑
物
及
地

質
、
心
理
法
制
及
經
濟
、
圖
霞
、
篭
操
ト
ス
外
國
語
〈
英

語
、
凋
語
ト
ス

第
二
外
國
語
ハ
随
意
科
目
ト
ス

第
四
篠
文
科
ノ
各
學
年
一
一
於
ケ
ル
各
學
科
目
ノ
毎
週
教
授
時
數

ハ
左
表
一
一
依
ル

然
ｂ
而
し
て
外
國
語
は
、
明
治
一
一
一
十
三
年
改
正
前
に
復
し
て
、
第

一
・
第
二
に
分
ち
、
第
二
外
国
語
は
、
規
程
上
は
随
意
科
と
な
っ
て

は
ゐ
る
が
、
實
際
上
は
之
を
履
修
せ
ざ
る
者
な
く
、
正
科
と
何
等
相

違
す
る
所
は
な
い
の
で
あ
る
。

｡

心
理
及
論
理

局Ｉ

操 學

第
一
學
年
一
第
二
學
年
一
一
第
三
學
年

'戸、

￣二

ｓ九 ＝

Ｉ
Ｂ
ｌ
Ｉ
Ｉ
０
０
ｉ
ｆ
Ⅲ
Ｃ
Ｉ
Ｉ
‐
０
１
１
１
・
や
●
１
０
１

'■、

＝ニ

ミフ九

二
九
○

三

｜｜’

牌
？

’戸、

＝＝
－－－

－一

こ;八 ＝

｜’

計
■
●
■

〈
三
四
）

第
一
外
國
語
（
洞
語
）

第
二
外
国
語
（
英
語
）

一
｝

（
・
）

第
一
學
年

合
。
、
四
）

二
○

（一二一一・）

。
○

（。。。）

〆、

､ｊ○

第
１
學
年
策
『
學
年

催
・
・
身

國
隠
及
漢
文

第
｛
外
國
語
（
英
語
）

繁
二
外
国
語
（
鋼
語
）

歴
史

地
窪

哲
學
概
髄

〆、

＿＝ｇ九六一一
一

第
．
學
牟

五目八五一

第
二
學
年

の
、
』

】丁

八

（
四
）四一一一

第
三
學
年

計
二
九

（』●・●□）
二
九

（一・一。。〉

題自数法心

制ヨ至
難

科

及及

錘論

操學畢濟昌浬 iｆ
第

學
年

第
二

學
年

二
八

（一口一・●〉

築
三
學
年



鯛
鵜
學
校

序
に
附
記
し
て
置
き
た
い
こ
と
は
、
高
等
學
校
増
設
に
就
い
て
で
あ
る
。
即
ち
、
寺
内
内
閣
に
於
て
、
新
に
七
校
を
増
設
す
る
こ

第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期

二
九
三

第
二
外
國
語
ヲ
修
〆
サ
ル
者
二
對
シ
テ
ハ
其
ノ
教
授
時
數
ヲ
便
宜
他
ノ
學
科
目
一
一
配
當
ス
ル
コ
ト
ァ
ル
ヘ
シ

嗽
岻
鰄
と
右
の
畢
科
課
程
表
を
、
改
正
前
の
そ
れ
と
比
較
す
れ
ば
、
文
科
に
在
り
て
は
、
倫
理
を
修
身
と
改
め
て
、
各
學
年
に
之
を
課
し
、

新
に
地
理
・
哲
畢
概
論
・
數
學
・
自
然
科
學
を
加
へ
、
法
學
通
論
及
び
經
濟
通
論
は
、
法
制
及
經
済
と
改
め
ら
れ
、
理
科
に
在
り
て

は
、
倫
理
を
修
身
と
改
め
て
、
各
學
年
に
課
す
る
こ
と
は
、
文
科
と
蔓
り
な
く
、
心
理
と
法
制
及
經
濟
を
加
へ
た
こ
と
に
な
る
。

學
年
の
始
而
し
て
學
年
は
、
中
學
校
と
同
じ
く
、
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
一
一
一
月
三
十
一
日
に
経
ｂ
、
聯
絡
に
於
て
約
五
箇
月
の
短
縮
が

と
経

出
来
、
四
年
修
了
者
よ
り
す
れ
ば
、
そ
の
上
一
年
間
の
年
限
短
縮
を
生
じ
た
こ
と
に
な
る
が
、
現
状
よ
り
す
れ
ば
、
四
年
修
了
者
の
高

等
畢
校
高
等
科
入
學
は
、
そ
の
数
極
め
て
少
い
の
み
な
ら
ず
、
高
等
學
校
高
等
科
卒
業
者
に
し
て
、
直
に
目
的
の
大
學
に
進
む
者
も

定
員
減
少
全
部
の
幾
割
か
に
過
ぎ
か
、
さ
れ
ば
と
云
っ
て
、
大
學
を
増
設
す
る
こ
と
も
、
高
等
學
校
を
減
少
す
る
こ
と
も
至
難
で
あ
る
爲
に
、

の
箕
施

昭
和
七
年
度
よ
り
は
、
各
組
四
十
人
の
定
員
を
一
一
一
十
七
人
に
減
じ
、
同
九
年
度
よ
り
は
、
更
に
三
十
人
に
減
じ
て
、
幾
分
の
緩
和
策
を

講
じ
て
は
ゐ
る
も
の
の
、
大
學
入
學
難
は
依
然
と
し
て
塗
る
こ
と
な
く
、
而
も
各
大
學
に
依
り
て
、
茜
だ
し
言
相
違
を
示
し
、
年
限

短
縮
の
目
的
は
、
殆
ど
そ
の
幾
分
を
も
實
現
さ
れ
て
は
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
尚
又
、
部
分
的
に
申
せ
ば
、
、
馨
學
部
若
く
は
瞥
科
犬
學

理
科
川
何
志
望
者
激
増
し
た
結
果
、
昭
和
六
年
度
以
後
は
、
理
科
を
川
㈲
に
分
ち
て
、
川
の
者
は
第
三
學
年
に
於
て
、
數
學
毎
週
二
時
間
及
圖

の
厘
別

畳
毎
週
二
時
間
を
選
鐸
し
て
、
理
・
工
・
農
學
部
の
み
に
、
仰
の
者
は
第
二
學
年
に
於
て
Ｄ
植
物
及
動
物
毎
週
四
時
間
を
選
鐸
し
て

瞥
畢
部
若
く
は
瞥
科
大
學
の
み
に
志
望
せ
し
び
る
の
方
策
を
採
っ
た
が
、
同
十
三
年
度
よ
り
は
、
そ
れ
も
撤
慶
し
て
了
っ
た
の
で
あ

‘ プ

る
。

第
一

第
三
學
年
ノ
數
學
（
一
一
）
及
圖
霞
（
一
一
）
ト
第
三
學
年
ノ
植
物
及
動
物
講
義
（
一
一
）
實
験
（
一
一
）
ト
ハ
生
徒
ヲ
シ
テ
其
ノ

ｐ

選
鐸
セ
シ
ム

修
身

園
語
及
漢
文

第
一
外
國
語
（
英
語
）

第
二
外
國
語
（
濁
語
）

敷
學

物
理

と
學

イ索
一
外
辱
幽
語
（
鰭

ﾉレ

與
創
ヨ

第
二
章
第
五
高
筆
學
校
後
期

外
國
語
ヲ
燭
語
ト
シ
ク
ル
場
合
一
一
於
テ
ハ
各
學
年
二
於
ケ
ル
第
一
外
國
語
及
第
二
外
國
語
ノ
毎
週
教
授
時
數
ハ

園

幽
語
（
英
語

第
一
學
年
一
第
二
學
年
一
第
三
學
年

′■、

四
、.ノＯｌごＣ 四 八四

〆、

四
Ｒ－ノ四 六

（
四
）四

（
一
一
）

獺
臓
二
五

獺鰄一一一五

１

一ハ

￣

植
物
及
動
物

鍍
物
及
地
質

心
理

法
制
及
經
濟

固
豊

魑
操

計

第
一
學
年
一
第
二
學
年
一
第
三
學
年

八

九

八

一一
嚇鰄一一四

左
表
一
一
依

'■、

ヲ

￣

Jijj
計

第
一
外
國
語
（
洞
語
）

第
二
外
國
語
（
英
語
）

三
○

（
一一一一一一）

一
○

（一一
）

（
三
四
）

／■、
一

一

一

Ｌ､ノ 九
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明
治
十
九

年
よ
り
大

正
八
年
に

至
る
全
國

鯛辮校生

第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期

二
九
四

と
輯
な
り
、
尋
い
で
原
内
閣
の
高
等
教
育
機
關
擴
張
計
薑
に
依
っ
て
、
更
に
十
校
を
増
設
し
、
大
正
十
三
年
度
ま
で
に
、
一
一
十
五
校

に
達
せ
し
め
る
こ
と
と
な
り
、
大
正
八
年
四
月
十
四
日
に
は
、
新
潟
・
松
本
・
山
口
・
松
山
の
三
校
を
設
置
し
て
、
同
年
九
月
授
業

を
開
始
し
、
同
九
年
四
月
十
七
日
に
は
、
水
戸
・
山
形
・
佐
賀
の
三
校
を
設
置
し
て
、
同
年
九
月
授
業
を
開
始
し
、
同
年
十
一
月
一
一
十

六
日
に
は
、
弘
前
・
松
江
の
二
校
を
設
置
し
て
、
同
十
年
四
月
授
業
を
開
始
し
、
同
十
年
十
一
月
八
日
に
は
ｐ
東
京
・
大
阪
・
浦
和
・

幅
岡
の
四
校
を
設
置
し
て
、
同
十
一
年
四
月
授
業
を
開
始
し
、
同
年
八
月
一
一
十
四
日
に
は
、
靜
岡
・
高
知
の
二
校
を
設
置
し
て
、
同

十
二
年
四
月
授
業
を
開
始
し
た
。
就
中
東
京
高
等
學
校
は
、
新
令
の
本
鵤
た
る
七
年
制
の
高
等
學
校
で
あ
り
、
私
立
に
は
武
蔵
・
浪

速
・
富
山
の
三
校
が
あ
り
、
内
、
武
蔵
高
等
學
校
は
、
七
年
制
の
そ
れ
で
あ
る
。

尚
、
参
考
の
爲
に
、
文
部
省
年
報
・
學
制
五
十
年
史
等
に
擦
り
て
、
明
治
十
九
年
以
後
大
正
八
年
に
於
け
る
所
謂
奮
設
高
等
學
校

の
生
徒
数
を
學
げ
て
見
れ
ば
、

明
治
二
十
一
年

明
治
二
十
二
年

明
治
二
十
三
年

明
治
二
十
四
年

明
治
二
十
五
年

明
治

明
治
十
九
年

明
治
二
十
六
年

一
、
三
四
○

明
治
二
十
七
年

一
、
三
八
七

明
治
二
十
八
年

一
、
三
七
七

明
治
二
十
九
年

一
、
三
○
八

明
治
三
十
年

一
、
二
四
四

明
治
三
十
一
年

一
、
三
○
一
一
一

明
治
三
十
二
年

一
、
四
一
一

明
治
一
一
一
十
三
年

一
、
四
八
三

明
治
三
十
四
年

「
○
三
一

明
治
三
十
五
年

一
、
○
三
九

明
治
三
十
六
年

一
、
○
二
二

明
治
三
十
七
年

九
九
五

明
治
三
十
八
年

「
○
一
○

明
治
三
十
九
年

九
六
一

明
治
四
十
年

．
九
七
九

明
治
四
十
一
年

「
○
二
九

明
治
四
十
二
年

『
○
九
九

明
治
四
十
三
年

「
一
○
九

明
治
四
十
四
年

一
、
一
二
八
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八
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二
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二
○
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二
三
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二
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三
七
九

四
四
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五
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一

一
一
一
三
○

一
六
九
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二
八
八

三
八
六

四
四
三

四
九
三

五
一
三

五
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八
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五
八
一

六
○
五

六
○
五

六
四
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九
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Ｕ
Ｉ
０
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ｎ
ｕ
Ｉ
Ｉ
ｎ
Ｉ
ｌ
印
Ⅱ
巾
Ⅲ
Ｉ
Ⅲ
１
４
１
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
ｉ
Ｈ
０
Ｈ
ｄ
ｌ
Ｎ
Ⅱ
Ⅲ
ｕ
Ｉ
ｌ
０
０
１
８
ｑ
Ⅱ
Ｉ
０
Ｊ
３
ｕ

二
八
九

一
一
一
一
一

二
○
六

二
一
五

二
五
七

二
二
九

一
九
三

一
八
○

一
五
○
・

一一一一一一一

四
七
五

五
三
九

五
六
七

五
六
六

六
三
○

六
八
九

七
三
六

七
三
五

七
三
六 Ｔ

二
四
三

四
六
六

六
五
八

七
○
一



１
１
‐

皇
太
子
殿

下
の
御
動

静行
啓
に
閥

す
る
具
申

書

畏
く
も
皇
太
子
殿
下
に
於
か
せ
ら
れ
て
は
、
大
正
九
年
一
一
一
月
三
十
一
日
．
三
角
港
に
御
上
陸
、
往
年
開
校
式
當
時
の
文
部
省
専
門

學
務
局
長
濱
尾
東
宮
大
夫
を
始
め
と
し
て
、
入
江
侍
従
長
、
東
郷
御
學
問
所
總
裁
等
多
数
の
供
奉
員
を
從
へ
さ
せ
ら
れ
、
午
後
三
時

五
分
、
本
校
に
御
着
、
本
校
職
員
と
武
装
せ
る
生
徒
と
は
、
本
門
外
西
側
に
整
列
し
て
奉
迎
申
上
げ
た
。
殿
下
は
、
吉
岡
校
長
の
御

と

先
導
に
て
本
舘
階
上
の
御
休
所
に
暫
し
御
休
憩
、
吉
岡
校
長
・
杉
山
教
授
に
對
し
て
軍
燭
拝
謁
を
賜
は
り
、
恭
し
く
校
長
よ
り
棒
呈

せ
る
本
校
概
況
書
竝
に
本
校
篇
眞
を
御
一
覧
の
後
、
事
務
室
に
移
ら
せ
ら
れ
、
階
上
の
賜
謁
室
に
於
て
、
本
校
高
等
官
、
宮
中
席
次

第
六
階
以
上
に
該
鴬
す
る
傭
外
國
教
師
、
嘱
託
講
師
、
校
欝
等
一
一
一
十
四
人
に
列
立
拝
謁
を
賜
は
り
、
次
に
．
台
覧
品
陳
列
室
に
於

て
、
後
に
記
す
と
こ
ろ
の
も
の
を
御
覧
に
な
り
、
當
該
學
科
擴
當
教
授
各
一
名
の
説
明
を
聞
召
さ
れ
た
。
そ
れ
よ
り
艦
操
場
（
武
夫

大大大大大大大大

第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期

正
元
年

一
二
○
一

正
二
年

「
○
七
七

正
三
年

「
○
九
○

正
四
年

「
○
九
五

正
五
年

一
、
一
○
二

正
六
年

、
「
一
一
九

正
七
年

一
℃
一
二
五

正
八
年

「
一
○
一

第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期

h

ｌ
第
二
節
皇
太
子
殿
下
の
行
啓
と
當
時
の
本
校
概
況

⑰
】
可
幻
■
内
切
町
沁
－
１
－
‐
訳
Ｉ
：
。
〃
・
が
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｊ
・
■
■
Ｅ
ｐ
Ｓ
Ｉ
‐
‐
。
－
■
。
１
口
。
・
・
対
ロ
田
Ⅱ
■
■
■
。
１
１
１
川
Ⅱ
□
・
Ｉ
幻
Ｉ
．
⑩
小
口
凸
咀
●
０
１
回
凶
出
川
１
－
‐
呵

山
Ｈ
－

御；壁の下殿子大畠

八八七七六六七七
一一九＝九八三五

七七一七九八六八

ﾉＬノＬ九九九九プＬ九
一一○○○○一九
六三七九一四九二

八七七七七七七七

○七六四四四五六
○六三七五四八二

九八八八八八八九
○八三二二七九一
三七八四四九三一

徒生員職の迎奉て於仁原夫式

原
）
に
出
御
、
高
等
科
理
科
第
一
學
年
を
編

成
し
、
大
學
豫
科
第
三
學
年
を
幹
部
と
す
る

中
隊
教
練
を
脅
さ
れ
、
再
び
御
休
所
に
御
少

憩
の
後
、
三
時
四
十
五
分
、
本
門
外
東
側
に

鑿
列
せ
る
職
員
生
徒
の
奉
途
を
受
け
つ
シ
、

還
御
遊
ば
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

備
考
行
啓
一
一
開
ス
ル
具
申
書

本
年
一
一
一
月
三
十
一
日
皇
太
子
殿
下
本

校
一
一
行
啓
在
ラ
セ
ー
フ
ル
當
日
濃
霧
ノ
爲

熊
本
縣
下
三
角
ヘ
ノ
御
入
港
箸
シ
ク
逸

し
随
テ
本
校
一
一
ハ
午
後
三
時
五
分
一
一
至

リ
テ
御
着
ア
リ
濱
尾
東
宮
大
夫
、
入
江

侍
従
長
、
東
郷
御
學
問
所
總
裁
等
数
多

ノ
供
奉
員
之
一
一
従
う
本
校
一
般
職
員
生

徒
（
武
装
）
〈
本
門
外
西
側
一
一
整
列
シ

テ
奉
迎
シ
小
官
ハ
御
先
導
申
上
ク
本
館

】

一ハー一一一一

六
三
○

六
○
八

一ハ一一一一一

六
四
○

七
○
一

七
六
五

八
○
六 二
九
六

二
九
七

七六六六六六六六

二七．六五五四四九
七一三六七九九三

七七七六六六六六

八七三七五五九八
六七八四七三八八
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